
 
                                           

1 

NY マーケットレポート（2018 年 5 月 7 日） 
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出所：SBILM 

NY 市場レポート 
 

≪ NY市場概況 ≫ 

 

ＮＹ市場では、米国の主要な経済指標の発表がないものの、米主要株価が序盤から上昇したこともあり、ドル円・クロス円は底

固い動きが見られた。また、武田薬品によるアイルランド製薬大手シャイヤー買収に絡む報道や、ベルギー中銀総裁による 7月

ECB 理事会での債券買入れ解除の可能性に言及したことが影響し、ポンドやユーロが対ドルで上昇となり、ドルは主要通貨に対

して下落した。また、米長期金利が低下したことに加え、米主要株価が上げ幅を縮小したことも影響し、ドル円・クロス円はや

や軟調な動きとなった。 

 

 

米ドルの売り越しは7週間ぶりの低水準 

 

CFTC（米商品先物取引委員会）が発表した IMM 通貨先物の投機部門の取組（5/1 までの週）では、ユーロの買い越しが 12 万 0568

枚（前週 13 万 0594 枚）と減少し、12 月末以来の低水準となった。 

 

一方、ドルの売り越しは 7週間ぶりの低水準となり、ドルの主要 6通貨（円、ユーロ、ポンド、スイスフラン、カナダドル、豪

ドル）に対する売り越し額は 151 億 5000 万ドル（前週 197 億 7000 万ドル）と縮小した。また、ニュージーランドドル、メキシ

コペソ、ブラジルレアル、ロシアルーブルを含めた 10 通貨に対しては 183 億 2000 万ドルの売り越しとなった。（前週 238 億 1000 

万ドル） 

 

円は前週の買い越しから 5 週ぶりに売り越し（1405 枚）に転じた。また、豪ドルの売り越しは増加、ポンドの買い越しは 6 週

ぶりの低水準となった。 

 

 

 

出所：CFTC データを基に SBILM が作成 
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出所：CFTC データを基に SBILM が作成 

 

 

 

主な要人発言 

 

プラート・ECB 理事 

・強いユーロ、輸出を抑制している限定的な兆候 

 

 

ボスティック・アトランタ連銀総裁 

・原油価格の上昇、経済に大きな影響を見込まず 

・インフレ率、2％をある程度超えても問題ない 

 

 

カプラン・ダラス連銀総裁 

・2018 年の私の基本シナリオは依然合計 3回の利上げ 

・エネルギーなどの米企業の投入コスト、上昇しているもよう 

・今年あと 2回の利上げが依然として基本シナリオ 

・国際エネルギー市場、現時点で「脆弱な均衡状態」 

・インフレ上昇に向けた循環的な動きが強まっている 
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米主要株価が続伸 

 

米株式市場は、電子機器大手のアップルが 6 営業日続伸したことや、原油価格が 2014 年以来の高値を付けたことが影響し、主

要株価は序盤から堅調な動きが続いた。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前週末比 216 ドル高まで上昇した。

しかし、トランプ大統領が、イラン核合意の破棄もしくは延長の判断をワシントン時間 8日午後 2時に行うと発表。警戒感から

ダウは終盤にかけて上げ幅の大半を帳消しにする場面もあったが、引けにかけて 94 ドル高まで再び上昇して終了した。一方、

ハイテク株中心のナスダックも続伸となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：データを基に SBILM が作成 
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終盤にかけて、ドル円クロス円は上値の重い動き 

 

米国の主要な経済指標の発表がないものの、米主要株価が上昇して始まったことを受けて、序盤のドル円・クロス円は底固い動

きとなった。一方、武田薬品によるアイルランド製薬大手シャイヤー買収に絡む報道を受けてポンドが堅調な動きとなった。ま

た、ベルギー中銀総裁による 7月 ECB 理事会での債券買入れ解除の可能性に言及したことが影響し、ユーロも対ドルなどで上昇

となった。その後、米長期金利が低下したことに加え、堅調な動きが続いた米主要株価が上げ幅を縮小したことも影響し、ドル

円・クロス円はやや軟調な動きとなった。 

 

 
出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


